
現場視察時に行なった質疑回答

No 質疑 回答

１

新小動物棟の工事の時、隣接の稼働施

設側では生体搬入車輌等はどの程度出

入りするのか。また、既存稼働施設（大

動物部分肉加工施設）と新小動物棟の

工事用仮囲いは、車輌のすれ違いを考

慮して仮囲い位置等を考える必要があ

るか。

10ｔトラックが出入りし、ほぼ毎日 20

～30 台くらいが往復する。また、フル

トレーラーが出入りする時もある。

すれ違いを考慮して仮囲い等を考える

こと。ただし、設計技術協力業務の中

で、施設管理者とも協議しながら再検

討する。（質疑がされたすれ違いが必要

な部分は、別紙工事計画④－１参照）

２

隣接の稼働施設（豚部分肉）の出荷口ド

ッグシェルターについて、新小動物棟

の工事用仮囲いを設置すると一部使え

なくなる可能性があるがよいか。

生体搬入車輌等が往来ができ、かつ、ド

ッグシェルターは使用できる状態とす

ること。（ドッグシェルターの位置は別

紙工事計画④－１参照）

３

プロパンガスバルクは何に利用してい

るのか？

豚足の毛焼き用に使用している。（プロ

パンガスバルクの位置は別紙工事計画

④－１参照）

４

数量書（参考資料）、「Ⅰ-2 冷凍冷蔵設

備工事」のうち、「冷凍冷蔵設備改修工

事-大動物処理棟・改修」の項目につい

て、備考に記載の「３室のうち 1 室は

既設冷凍機器再利用」の意味は？

３室（解体Ｃ、解体Ｄ、けい留）のうち

1室（けい留）の機器は既存再利用を計

画している。



生体搬入車両等のすれ違い必要

プロパンガスバルク

ドッグシェルター位置


